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令和４年度第１回静岡市障害者施策推進協議会 会議録 

 

日 時     令和４年８月25日（木） 午後２時から 

 

場 所     駿河区役所 ３階 大会議室 

 

出 席 者     （会場参加） 

（委員）     鈴木政史委員（会長）、青木憲一委員、安藤千晶委員、 

石神志津江委員、井出容敬委員、川口尚子委員、小菅翔太委員、 

寺田修委員、苦竹幸枝委員、八木弘子委員、 

杉山好裕様（加子勝巳委員代理） 

（リモート参加） 

森山明夫委員 

 

（事務局）    吉永保健衛生医療統括監、池田保健福祉長寿局次長兼健康福祉部長、 

西島参与兼福祉総務課長、宮崎健康づくり推進課長、 

望月障害福祉企画課長、青柳障害者支援推進課長、 

深澤地域リハビリテーション推進センター所長、 

山本保健衛生医療部長、鈴木保健衛生医療課長、 

谷口こころの健康センター事務長、松田参与兼精神保健福祉課長、 

片井子ども未来局次長、阿部子ども未来課長、 

浅場参与兼幼保支援課長、小倉こども園課長、 

萩原参与兼子ども家庭課長、松下参与兼児童相談所長、 

蝦名葵福祉事務所障害者支援課長、 

三浦駿河福祉事務所障害者支援課長 

 

欠 席 者 

（委員）     杉本和美委員、原田満紀委員、松浦康人委員 

 

傍 聴 者     一般傍聴者 ０人 

報道機関  ０社 

 

議 題  （１）静岡市障がい者共生のまちづくり計画の令和３年度実績報告について 

（２）次期静岡市障がい者共生のまちづくり計画策定に向けたアンケート調査 

について 
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会議内容 

 

開会 

 

退任・新任委員紹介 

【事務局】 

お配りした委員名簿には反映しておりますが、各所属の人事異動等による委員の改選が

ございましたので、御紹介いたします。 

当協議会の会長を務めていただいた静岡福祉大学 渡邉明廣委員が退任されたことに伴

い、同大学より、鈴木政史委員に御就任いただきました。 

また、静岡労働局静岡公共職業安定所 尾形正博委員の異動により加子勝巳委員に、静岡

県立静岡北特別支援学校 鈴木和裕委員の異動により原田満紀委員に御就任いただいてお

りますが、本日は、両委員共に所用で出席されていないため、お名前のみの紹介とさせてい

ただきます。 

 

会長選任 

【事務局】 

前会長の渡邉明廣委員が退任されたことにより、当協議会の会長が不在となっておりま

すので、静岡市障害者施策推進協議会条例第４条第１項の規定に基づき、委員の互選により

新たに会長を選任することとなります。委員の皆様の中で、どなたか会長を御推薦いただけ

る方はいらっしゃいますでしょうか。 

 

【安藤委員】 

障害者協会の安藤と申します。よろしくお願いいたします。 

私は静岡福祉大学の鈴木政史委員を推薦いたします。前会長の渡邉先生と同じ大学であ

ること、障がい者福祉に見識があること、社会福祉分野全般において日頃から鈴木先生にお

世話になっていることから、ぜひ、鈴木先生に会長をお願いしたいと思っています。 

 

【事務局】 

安藤委員、ありがとうございます。 

鈴木政史委員を会長として御推薦いただきましたが、他の委員の皆様、いかがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

ありがとうございます。鈴木政史委員に会長へ御就任いただきたいと思いますが、鈴木委

員、よろしいでしょうか。 
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【鈴木委員】 

御推薦いただき、異議もございませんでしたので、快く引き受けさせていただければと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

【事務局】 

ありがとうございます。それでは、本日の協議会より、鈴木政史委員を会長として、議事

を進めていくこととさせていただきます。 

 

保健福祉長寿局次長挨拶 

 

議題１ 静岡市障がい者共生のまちづくり計画の令和３年度実績報告について 

 

● 障害福祉企画課から資料１（１～９ページ）について説明。 

 

【石神委員】 

事業番号31のヘルプマーク・ヘルプカード普及啓発事業について質問します。私は自分の

子どもに障がいがあるため、もし避難生活が始まったときに、ヘルプマークを避難所で配っ

ていただけるといいと思いました。それができないと回答いただいたことがあるのですが、

どうしてなのか理由を教えていただきたいです。 

 

【障害福祉企画課】 

避難所でお配りできないというのは、どの会議で話があったのでしょうか。 

 

【石神委員】 

他の会議だったと思います。ヘルプマークを持っている方は自分の鞄に付けたりしてい

ますが、障がいを他人に知られたくないという理由から普段は付けたくないという場合も

あります。ただ、避難所生活が始まるとそういうことを言っていられず、ヘルプマークが欲

しくなった場合には、避難所を運営している人に言えばもらえてもいいかと思い質問をし

たところ、避難所では配れないと言われたため、事情があるのかと思ってお伺いしました。 

 

【障害福祉企画課】 

その時のことは分かりませんが、おそらく、避難所ですぐにヘルプマークを用意できるか

分からないため、配ることができないという回答だったのではないかと思います。準備がで

きればお配りすることはできると思いますが、緊急時に避難所でヘルプマークを用意でき

るかという点は確約できかねます。 
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【鈴木会長】 

障がいがある方の避難生活はどこでも課題となっているため、仕組みを作っていけると

いいかもしれないと思います。例えば避難所設置個所には必ず備品・備蓄があるため、そこ

に加えるといったことも考えられます。あるいは、ヘルプマークの説明も必要になるかと思

うので、そのあたりも考えていただきたいです。 

 

【青木委員】 

議題とは直接関係ありませんが、現在は中央福祉センターに向かう歩道に視覚障がい者

のための手すりがありますが、聖母幼稚園の建て直しに伴って手すりを取ってしまうと聞

きました。視覚障がい者も中央福祉センターにいらっしゃる際に大変な思いをされている

ため、このことについてお聞かせください。 

 

【福祉総務課】 

こういったお話を初めて聞かせていただきました。福祉総務課は、中央福祉センターの管

理をしている所管課です。早急に課に持ち帰り、内容について検討のうえで回答させていた

だきます。 

 

【青木委員】 

社協からは詳しい説明はなく、そうするという案内だけがありました。あの狭いところに

幼稚園の玄関ができたら障がいのある人達は出入りをするのに大変だと思うので、どうな

っているのか確認いただきたいです。 

 

【鈴木会長】 

個別の案件については相談先が明確になるとよいかと思います。資料の説明の中では都

市公園のバリアフリー化という話題もありましたが、当事者の方の意見を参考にバリアフ

リー化をしていただくとありがたいと思っています。 

 

【安藤委員】 

５ページの事業番号25にある地域移行支援部会について、ワーキンググループにおいて

協議をしているとのことですが、平成13年ころから精神科を始めとして取り組まれている

と思います。私もこのワーキンググループに何度か出席させていただいたことがあります

が、今、こんなものが地域移行の支援としてうまくいっているというものがあれば教えてい

ただけるとありがたいです。 

 

【精神保健福祉課】 
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地域移行に関しては、移行だけではなく、地域でなるべく安定して生活するというところ

で、地域定着支援を中心に進めているところです。地域移行については数値目標も定めてお

り、国・市の目標を達成している状況です。ただ、地域定着率というところについては、も

う少し伸ばしていきたいです。障がい者の方も高齢化しているので、高齢分野との連携とし

て、ケアマネさんや地域包括の職員さんと病院のケースワーカーさん、障がい者の事業所と

いった支援者間の顔の見える関係づくりというところで研修を進めているところでありま

す。その中で障がい者の方が地域で安定して生活ができるような取組を進めているところ

です。 

 

【安藤委員】 

具体的には何かないでしょうか。地域包括にも伺っていますが、あまり進展がないように

感じています。静岡市としてこんなものを目指しているというものがあると、わくわくしな

がらワーキンググループに参加できるのではないかと思います。 

 

【精神保健福祉課】 

特に研修の中で取り扱うものとしては、8050の世帯や、単身世帯で身体合併症を患う方の

行き先がないということがあるため、事例検討を主に進めています。その中で出てきた課題

を取り上げて、静岡市で対象者の方々の行き先が見つかるような体制ができればというこ

とを考えているところです。 

 

【障害福祉企画課】 

話が戻りますが、先程のヘルプマークに関する回答について訂正させてください。ヘルプ

マークの配布はやはり難しいです。別事業にはなりますが、昨年度の災害配備体制事業の中

で分かりやすいサインのような備蓄の整理を行いました。その中の一つとして、ヘルプマー

クは無理でしたが、ヘルプマークに準じたカードを各避難所に20枚ずつ配布しているため、

要望をいただければお配りできると思います。 

 

【鈴木会長】 

備蓄しているカードはヘルプマークとは全く別のものということでよいでしょうか。 

 

【障害福祉企画課】 

マークのようなものではなく、カード式でヘルプマークのデザインがついたものです。そ

れを付けていただければ、ヘルプマークと同様に支援をいただきたいという意思表示がで

きるものとなっています。 

 

【鈴木会長】 
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そうすると、避難所を運営する方にヘルプマークの周知というものが必要になってくる

と思うので、考慮いただきたいです。 

 

【石神委員】 

参考資料１の30ページ、自立生活援助について、令和３年度の実績は０箇所となっていま

す。今、こういった援助はとても必要で、グループホームでは馴染めず、ある程度自立がで

きたら一人暮らしをしたいという方もたくさんいると思います。その時にこういった援助

があると何とか一人で暮らしていけるのではないかと思いますが、事業所がないから使え

ないのか、使いたい人が把握できないからなのか、どちらか伺いたいです。また、令和５年

度の目標値が３箇所となっていますが、目処があっての目標なのか単純な数値目標なのか

もお伺いしたいです。 

 

【障害者支援推進課】 

令和３年度の実績は資料に記載のとおりとなっていますが、令和４年９月１日付けで１

事業所を指定する予定です。令和５年度の目標値については、各区で１箇所ずつということ

で目標を３箇所とさせていただいています。 

 

【鈴木会長】 

制度上の制約もあり、なかなか使いにくいかもしれないですが、当事者の方の希望等を聞

きながら柔軟な対応ができればと思います。 

時間も過ぎてきたので、分野５から８についても、事務局から説明をお願いします。 

 

● 障害福祉企画課から資料１（10～17ページ）について説明。 

 

【寺田委員】 

評価がＣとなっている事業番号109のように、コロナ禍で開催が難しかった事業がある中

でも現場で工夫をされた点は評価すべきと考えます。開催ができればいいですが、工夫があ

るので、Ｃ以上の評価だという印象を持ちました。障がい者が利用できる、アクセスできる

といったところに繋がっていけばいいと思います。 

 

【鈴木会長】 

評価というのは我々も苦労していて難しいところがありますが、この他に御意見はない

ようなので、次の議事に進んでいきたいと思います。 

本日いただいた意見については、今後の事業実施の際の参考としていただくようお願い

申し上げます。 
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議題２ 次期静岡市障がい者共生のまちづくり計画策定に向けたアンケート調査について 

 

● 障害福祉企画課から資料２、３、４、５－１、５－２について説明。 

 

【石神委員】 

スポーツをどのくらい行っているかという設問について、ほとんど行っていないという

選択肢を選ぶ場合、本人が望んでいないのか、したいけれど何らかの理由があるのか、そう

いった点についても聞いてみたいと思います。 

 

【障害福祉企画課】 

理由により、取るべき対応は変わってくると思います。設問数がすでに増えているなか、

この設問を深掘りする余地があるかは検討させていただきます。 

 

【鈴木会長】 

ありがとうございます。確かに、御指摘いただいたとおり、障がい者スポーツをしようと

思っても環境が整っていないとか、始めるまでに苦労があるとか、そういったこともあると

思うので、そこも把握できればと思います。 

他に御質問はあるでしょうか。 

 

【安藤委員】 

調査の対象者が資料３に書かれていますが、障がいのない方3,000人というのは、どうい

った方を抽出するのでしょうか。 

 

【障害福祉企画課】 

特にフィルターをかけず、18歳以上の方をランダムに抽出する予定です。 

 

【安藤委員】 

ランダム抽出される中には、障がい者施設で働いている人、相談窓口をしている人なども

含まれるでしょうか。 

 

【障害福祉企画課】 

そういった方も対象になり得ます。まだ説明をしていませんが、資料６－１、障がいのな

い人用アンケートの設問を御覧いただけるでしょうか。４ページに、障がいのある人と関わ

りがあるかを問う設問がございます。その回答として、福祉に関する仕事に携わる中で関わ

りがあるという選択肢がございますので、障がい者施設で働いている人等を拾えるように
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しております。 

 

【安藤委員】 

障がいのない人用の設問を見たうえで改めて質問させていただきます。 

 

【青木委員】 

自分は障がい者ですが、アンケートが今まで一度も来たことがないです。役員も10年以上

やっていますが、一度も自分のところには来ていません。以前は障がい者福祉課の人が来て

くれて、会員に何部か渡して回収をしてもらっていたこともあります。そういったことも考

えて、各団体に協力してもらった方が回収率も上がると思います。障がい者のためにやって

いるのか、その辺りがはっきりしていないので、お願いしたいと思う。 

 

【障害福祉企画課】 

団体の皆様に御協力いただくというのは非常にいい取組だと思いますので、配布・回収な

いし回答の補助といったところで皆様に御助力いただく方向で検討させていただきたいと

思います。 

 

【鈴木会長】 

無作為に抽出をしていく必要もあるというところと、１点確認ですが、対象となる方のア

からカについては同じ部数なのでしょうか。当然ながら身体障がいのある人の方が統計的

には多いので身体障がいのある人を多めに抽出するのか、均等に700人ずつくらいとするの

か、どちらでしょうか。 

 

【障害福祉企画課】 

鈴木会長が仰っていただいた前者のとおり、区分によって傾斜をかけることを考えてい

ます。 

 

【鈴木会長】 

そうすると、身体障がいの方が多いということもありますので、なかなか回ってこないと

いうこともあるかもしれません。他市だと、例えば団体の方、法人の方にヒアリングをして

計画に反映をさせたりということもありますので、その辺も検討していただけると、当事者

の方、支援者側の声というのが反映されるので、御検討いただければと思います。 

他にはいかがでしょうか。 

ないようですので、私の方からいくつかよろしいでしょうか。１点目ですが、静岡市はア

ンケートを実施する際に、調査会社のようなアウトソーシングはされているのでしょうか。 
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【障害福祉企画課】 

こちらのアンケートについて、委託をする予定です。 

 

【鈴木会長】 

そうすると、アンケートとしてはまだ粗い部分があるかと思いますので、これからある程

度修正をしていきながら完成版ができるかと思っています。 

事前に設問を見させていただいた中で疑問に思った点があるのですが、サービスを五十

音順に並べ替えていただいた箇所について、自立生活援助が抜けていると思います。説明書

きには入っているので、もしかしたら事業所がないから抜いていたのか、抜けてしまってい

たのかというところが気になったのですがいかがでしょうか。 

 

【障害福祉企画課】 

利用したサービスを問う設問になっているため、使用者がいないことから選択肢では外

しています。 

 

【鈴木会長】 

アンケートの回収率はどのくらいでしょうか。 

 

【障害福祉企画課】 

静岡市障がい者共生のまちづくり計画冊子の12ページを御覧ください。前回調査の概要

を掲載しており、障がいのある人については5,000人のうち2,113人から、障がいのない人は

3,000人中、1,109人から御回答いただきました。 

 

【鈴木会長】 

先程、青木委員からありました、回収率を上げていく方策や取組も必要になってきますの

で、御検討いただければと思います。 

他に、皆様からはいかがでしょうか。 

 

【川口委員】 

発達障がい児に調査となっているのですが、手帳等はないので、どのように抽出されるの

かを教えてください。 

 

【障害福祉企画課】 

具体的にどのデータベースから抽出したのかを確認できる資料が手元にありませんが、

令和元年度には同じ条件での抽出を行っているため、確認させていただきます。 
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【川口委員】 

分かりました。発達障がいの人は、療育手帳や精神保健福祉手帳を持っている方も含まれ

ているけれども、手帳を持っていない方もいらっしゃって、もしかすると18歳以上の障がい

のない人という中にも含まれている可能性はあるかと思います。障がいのない人を抽出し

た3,000人というのも、どうやって選んでいるのかという点は疑問に思いました。 

 

【障害福祉企画課】 

仰るとおり、住民基本台帳で全市民から3,000人を抽出した場合、障がいのある人が一定

数含まれてくる可能性もございます。例えば、障がいのある人の一覧を作成しておいて、重

複している方を消し込んでいくといった作業をすることで、障がいのない方3,000人を抽出

できるかと考えています。 

 

【鈴木会長】 

ありがとうございます。なかなか難しいところで、難病の方も同じで、重複というのも変

ですが、障がいがないというのを判定するのはなかなか難しいところはあると思います。 

先程、私が調査会社等を活用しているのかを確認させていただいたのもそういったとこ

ろで、調査をするのであれば、結果に偏りがないような形をできるだけ配慮していただけれ

ばと思っておりますので、その点についてはよろしくお願いいたします。 

他に御質問、御意見等あるでしょうか。 

それでは、このまま障がいのない人用アンケートについて、事務局から説明をお願いいた

します。 

 

● 障害福祉企画課から資料６－１、６－２について説明。 

 

【安藤委員】 

先程とも関連するのですが、32％しか回収ができないランダムな市民に配布するよりも、

実際に障がいへの支援に携わっている方や、相談窓口をされている方を中心にアンケート

調査をしていただけたらありがたいと思います。 

この中で拾えないものもありまして、私は実際に相談窓口をやっていますが、強度行動障

がいの相談というものがたくさんあります。とっても困っていて、でも、静岡市内では受け

入れてくれる施設や病院があまりなくて、それをどうしたらいいか。そうすると、静岡市に

はないから、全部浜松の天竜厚生会に送るといったようなことが共生のまちづくりに繋が

るのかというと、そうではないと思います。ですので、相談窓口にぜひ聞いていただいて、

どんな相談があるのか、本当に全体から見ると少数かもしれませんが、すごく大事な相談と

いうものはたくさんきていますので、そこをきちんと拾っていただかなければ、地域共生社

会と掲げてはいますが、そういう風にはなっていかないのではないかと思います。 
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ですので、飾ってある絵のように、きちんとした共生社会ができるように、少ないところ

も拾っていただけるよう、アンケートに少し工夫をしていただければいいなと思っており

ます。 

 

【障害福祉企画課】 

強度行動障がいについて御指摘いただきありがとうございます。当課で行っている取組

の中で、地域生活支援拠点の整備、いわゆるまいむ・まいむという取組がございます。簡単

に申しますと、地域で障がいをお持ちの方が生活していくに当たって、地域におりますいろ

んな関係者の皆様が連携して、生活を面的に支えていくという仕組みづくりというものを

行っているところです。 

この中で、強度行動障がいの方について、課題意識があり、受け入れ施設が少ないことに

ついて御指摘いただいているところです。基本的には強度行動障がいについて、まずご相談

いただく場所、というか、案件が上がってくるのは、各事業者さんに御家族の方が相談する

ようになっています。その中で、各事業者さんが強度行動障がいの状態にある障がいの方を

いかに支援していくかということが必要になってまいります。県が実施されている強度行

動障がいに関する研修がある中で、さらに実践的なフォローアップ研修を市で行っていく

ことで、各事業所さんの後押しをしていく取組をしているところです。 

それから、施設整備においても、強度行動障がいの方を受け入れてくださるような施設の

整備を優先的に、施設整備補助金という形で支援するという取組も行っているところでご

ざいます。まだまだ十分かというとそうではありませんが、今後も問題意識は常に持ち続け

ながら、取り組んでまいりたいと考えております。 

 

【安藤委員】 

ありがとうございます。やはり、次の計画に載らないと計画が進んでいかないということ

なので、計画に載せていただけるようなアンケートを。大体、アンケートを実施するときに

は、こういう方向性を持って、こんな回答がくればいいという仕掛けをするかと思うので、

そこが上がってきていただいて計画に載せて進んでいけるような。そうすれば、最終評価が

Ｃであっても、計画に載っているだけで皆さん安心すると思いますので、お願いしたいと思

っております。 

 

【鈴木会長】 

ありがとうございます。ちなみに、このアンケートは障がい者計画と障がい福祉計画両方

に関わってくるということでいいでしょうか。 

 

【障害福祉企画課】 

市民意識を問うような箇所は主に障がい者計画に、サービスの利用状況のような障がい
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のある人用アンケート独自の内容については、主に障がい福祉計画に反映させていくもの

でございます。 

 

【鈴木会長】 

そうすると、自立支援協議会にもお願いをして共有していかなければいけないと思いま

すので、事務局の方でよろしくお願いいたします。 

強度行動障がいについては全国的に課題となっていて、なかなか受け入れ先がないとい

うことがありますので、地域に１箇所くらい拠点の入所施設か医療機関が整備できるとい

いかなとは思っています。なかなか、受け入れてくださいとお願いをしても進まない現状が

ありますので、その部分が少しでも考えていけたらいいと思っております。 

他に御意見等あるでしょうか。 

 

【石神委員】 

障がいのある本人と、そのきょうだいの繋がりというのは、親よりも長いということで、

私はきょうだい関係というのはすごく過酷だと思っています。できましたら、障がいのない

人のなかにきょうだいも入れていただいて、きょうだいの皆さんの声も聞きたいと思いま

す。 

育成会の中であれば、きょうだい関係はある程度把握はできるので、回答していただける

と思うのですが、きょうだいの声も吸い上げていただきたいと思います。 

 

【障害福祉企画課】 

対象の抽出方法として、当事者のきょうだいというものをどこまで拾うか、それが無作為

抽出となりうるのかといったところがあるのですが、例えば、資料６－１の４ページにある

ような、どのような関わりがあるのかという設問の回答として、親・子・兄弟と選択肢を細

分化することで、きょうだいというものをクロス集計で拾っていくことはできるかと思い

ます。そういった形でもよろしいでしょうか。 

 

【鈴木会長】 

私の方からよろしいでしょうか。今日はいきなり参加させていただいて、静岡市のやり方

を初めて見させていただいたところですが、きょうだいの方、支援者の方にもアンケートを

してほしいという意見があるなか、それをやるとどんどん対象が増えてまいります。資料４

の懇話会というのはどのような関係なのか御説明いただいてよろしいでしょうか。 

 

【障害福祉企画課】 

懇話会について御説明いたします。本格始動は来年度となっていますが、資料４の裏面を

御覧ください。静岡市障害者協会に加入されている団体、市内の障害福祉サービス事業所、
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職能団体等の関係団体を中心にお声かけさせていただき、参加いただけると回答のあった

51団体から組織しているものでございます。 

位置付けについては、資料４の表面に記載しております。懇話会においては、計画策定に

関するアンケートの他、来年度には計画の中身についても皆様の見識から幅広い御意見を

集約させていただき、障害者施策推進協議会や自立支援協議会に諮るといった関係になっ

ております。 

 

【鈴木会長】 

こういった意見を聴取する仕組みというものがありますので、これを有効に活用して、当

事者団体やきょうだい会、法人等の連絡会のようなものがあればそういったところも含め

て意見を上げていただいて、計画に反映していくということができると、有効に働くのかと

思っています。ぜひ、事務局の方でもその部分については御検討いただければと思います。 

他に皆様の方から御意見等ありますでしょうか。 

よろしいでしょうか。私としては、ポジティブなイメージ、ネガティブなイメージという

選択肢が気になったりもするのですが、あまり気にならないでしょうか。 

こちらの内容は、自立支援協議会でも協議していただくのでしょうか。 

 

【障害福祉企画課】 

アンケートの設問については、自立支援協議会に諮る予定はございませんが、結果の共有

については自立支援協議会にも報告させていただきます。 

 

【鈴木会長】 

その他よろしいでしょうか。 

それでは、今いただいた意見を、アンケートや計画策定に反映していくということを十分

御検討いただいたうえで実施していただければと思います。 

 

報告１ 令和３年度静岡市障害者自立支援協議会活動報告 

 

● 障害福祉企画課から資料７について説明。 

 

【安藤委員】 

重層的支援体制整備事業はどのあたりまで進んでいるのか、静岡市での進捗を教えてい

ただけますか。 

 

【福祉総務課】 

重層的支援体制整備事業につきましては、昨年度から移行準備事業を実施し、庁内連携の
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在り方や、相談支援機関同士の連携に関して検討を進めているところです。令和４年度につ

きましては、各福祉事務所等の協力を受け、個別の対応困難ケースについて、実際に重層的

支援会議を試行し、具体的にどのような形で重層的支援体制を構築していくのがよいかと

いう検討を進めてまいります。 

 

【安藤委員】 

ありがとうございます。個別のケースというのはどのあたりから出てくるものでしょう

か。 

 

【福祉総務課】 

福祉事務所の各課から、現在持っているケースで対応が難しく、悩んでいるものをいくつ

か挙げていただいています。その中から抽出し、検討をしてまいります。 

 

【安藤委員】 

分かりました、ありがとうございます。また続きをよろしくお願いいたします。 

 

【鈴木会長】 

他にはよろしいでしょうか。それでは次の報告事項にいきたいと思います。 

 

 

報告２ その他協議会開催状況 

 

● 障害福祉企画課から資料８について説明。 

 

【小菅委員】 

発達障害者支援地域協議会の協議内容に記載されているサポートファイルについて質問

がございます。こちらは、すくすくファイルがサポートファイルに変わったということでよ

ろしいかと思うのですが、ファイルについては障がい児だけに配っているのか、それとも障

がいのないお子さんにも配っているのかが気になるのですが、いかがでしょうか。 

 

【障害福祉企画課】 

サポートファイルについては、御質問のとおり、すくすくファイルを改訂してサポートフ

ァイルとしているものです。配布先としては、市内の小・中学校に配布したり、施設への配

架もしております。直近の正確な数値は手元にありませんが、概ね2,500部程度を市内で配

布しております。 
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【小菅委員】 

内容の方も、幼児期から高校生の流れに従ってすごく細かく詳しく分かりやすくなって

いるので、障がい児だけに配るのではなく、小中学校にも配布しているように統一して、お

子さんに関する資料として繋げていけるといった仕組みができたらいいと思ったので、周

知をもう少ししていっていただければと感じました。 

 

【障害福祉企画課】 

御案内ありがとうございます。サポートファイルは子どもへのフォローの記録はもちろ

ん、大人になってから記録する部分が加わっています。こういったサポートファイルを利用

し、その方の記録を継続的に付けていただくことが就職活動や、就職後の支援に生かしてい

ただけるものかと思いますので、成人期における利用についても事務局で検討を進めてま

いりたいと考えております。 

 

【鈴木会長】 

計画の策定にも入ってきますが、理解促進と啓発については障がい福祉では大切になっ

てまいりますので、できるだけ取り組んでいけるといいかと思います。 

 

 

報告３ 第４次静岡市総合計画に係る意見募集（２回目）について 

 

● 障害福祉企画課から資料９について説明。 

 

（意見なし） 

 

 

その他のご意見について 

 

（意見なし） 

 

 

閉会 

 

【鈴木会長】 

以上で本日予定されていた議事の審議はすべて終了いたしました。皆様、御協力ありがと

うございました。 


